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ミャンマーの地方道路整備の取り組み
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• ２０１０当初から行われたADB
によるミャンマーのインフラ整
備に対する調査によると、特
に地方部の道路整備の遅れ
が指摘されている。

• たとえば、地方部人口の約半
数の2,000万人が、雨期には
自動車交通から切り離される。

• これを受けてミャンマー政府
は2018年7月に、2030年まで
に地方部の道路を抜本的に
整備する方針を発表している。



沈下橋の優位性

• 通常の橋（抜水橋）にくらべて費
用が極めて少額で済む
– 低い位置に作るので基礎などが
簡単で済む

– 延長が短くなるので費用が相乗的
に安くなる

• ミャンマーでも容易に調達できる
材料（セメント・骨材・鉄筋）だけ
を用い、現場打ち杭なので施工
が容易であり、複雑な付属物が
ないので維持も容易である

• 全国無数の地方部集落に、早く
道路を行き渡らせるのに極めて
適している
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沈下橋と通常の橋：トゥリア橋の例
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トゥリア橋（平成２９年度、橋
長６６ｍ）サイトでは、２０２０
年８月３日に近年まれな大
洪水が起きて、対岸の村ま
で一面水浸しになった。水
は１２時間後に引いたと報
告があった。

取付道路などは荒れたが、
橋は無傷。村人が維持復旧。

もし、ここに通常の橋を架けると、橋長が６倍近い長
大橋になり、現在のミャンマーではいつになるかわか
らない。 （Google Earth, 2019/01/10撮影）



ＪＩＰの取り組み

• 平成２８年度
– バゴー地域ヨマ橋の災害復旧を沈
下橋で実施

• 平成２９年度
– マグウェー地域の２区域に展開し、
３橋を建設

• 平成３０年度
– マグウェー地域の３区域に広げ、
３橋を建設

• 令和元年度
– 地域を広げ、サガイン地域で３橋、
カイン州で１橋を建設

• 毎年、ＷＳを開催
– ミャンマーの技術者自身で計画・
設計・施工・維持ができるようにな
ることを目指している

盛大な開通式などに住民の喜びが表れ
ており、
住民自ら積極的に維持に努めている
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サガイン地域およびカイン州に
各１本の沈下橋を建設したい

• サガイン地域に１箇所とカイン州
に１箇所

• インドー６号橋
– サガイン地域インドー区域
– 橋長１５２ｍ

• カイン１５号橋
– カイン州ラインブウェ区域
– 橋長１５２ｍ

• 技術の発展と定着を進める
– 大きな川にも適用する
– ２回のワークショップを開催

– マグウェー地域政府が独自予算で
行う沈下橋建設事業を指導
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サガイン地域 インドー６号橋

• 橋が無いので24,000人が

雨期にはタウンシップの

中心から孤立してしまう。

• この道路は奥が深く、乾

期には多数の自動車が

通るので仮橋を設けてい

るが雨期には撤去され、

上下流40 km余りの間、

雨期に車の通れる橋が

ない。
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多くの人に待ち望まれている

• 雨期が終わっても水深が
あり、毎年簡単な仮橋を
かけている。

• 雨期には危険をおかして
舟で川を渡らなければな
らない。

– 渡し賃はバイクでKs1,000

と、農村の人にとって負担
が重い。

– 高校生は町に通えないの
で下宿する必要がある。
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カイン州 カイン１５号橋

• カイン州は長期間にわたるカイン
族による反政府武力闘争で開発
が遅れている地域がある。特に
ここパインキョン地区は遅れてお
り、州政府から沈下橋の建設を
強く要望された。

• 識字率が国内、州内で際だって
低い（全国89.5%、カイン州74,4%、
当地区45.7%）。若い層が外に出
ていっている。

• 州内にはまだ不穏な地区もある
というが、この周辺は平穏であり、
令和元年度の事業も問題なく完
成した。
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乾期には人とバイクは通れるようにしてい
るが、・・・

• 乾期には木造の仮設
橋を人やモーターバイ
クが通っている。それも
雨期には撤去するので、
ここから国境までの広
い区域、人口17,000人
が孤立してしまう。

• この上流の川岸で国道
は途切れてしまい、川
を渡るのはこの地点だ
け。
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カイン１５号橋地点

乾期には仮設の橋を通る 雨期に舟で通学する学童たち

2020/03/15 2020/08/06
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雨期の表情

2020/03/15

水面は水位標の頂点か
ら２フィート 2020/8

乾期には頂点
から９フィート下
だった



州政府も村人もこぞって歓迎

起工式にはチーフミニスターはじ
め州政府幹部も多数出席

開通式はコロナで自粛の中おそ
ろいの着物で挙行
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カイン１号橋起工式 2019/11/13 開通式 2020/06/28



事業効果の評価

事業の前後に交通量調査を行う ＪＩＰ独自に各層の意見を聞く

意見を聞いた村人たち（マグウェー地域）

「マレーシアに出稼ぎに行っている娘に沈
下橋の開通式の様子をスマホで送ったら
泣いて喜んでいた」という。 2020/3/21

交通量調査様式（サガイン地域）

2019/8/20
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設計の標準化
中間スパン１０ｍ、両端スパンは８ｍに統一
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技術移転の考え方

• ＷＳの開催によって沈下橋の認知度は向上してきているが、自分の担当区域で
実際にやってみないと理解度は上がりにくい。

• 沈下橋技術を全国に広めるためには、事業を水平展開するとともに、各地方の
技術者が実際に計画・設計・施工・管理とすべての局面で経験することが望まし
い。

• 新年度にはＷＳだけでなく、サガイン地域およびカイン州についてＤＲＲＤの技術
者をこれまで以上に事業に参画させる。

• マグウエ地域は地域政府が沈下橋の優位性を理解して、自らの予算で沈下橋を
建設している。これを支援すると有効な技術移転が見込まれるので、 （地域政府

の委託を受ける）マグウェー地域のＤＲＲＤ事務所技術者が計画・設計・施工する
のを適時に指導する。
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